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Ⅰ．はじめに

　近年，スギコンテナ苗は増産傾向にあるが，連動して余剰苗や
規格外苗の増加も見込まれるため，その有効活用法が求められる。
一方，優良なスギ品種の大量増殖技術の一つであるマイクロカッ
ティングについては，さし穂に苗木の側枝部を用いる事例がある
（林野庁編，2010）が，さらに主軸からの萌芽枝も利用できれば
増殖効率を向上させる可能性がある。本研究では，Ｍスターコン
テナで 1年育成したスギ苗を台木とし，側枝をすべて取り除いた
後，主軸先端の切断の位置を変えて萌芽の誘導を試みたので報告
する。

Ⅱ．材料と方法

　試験は宮崎県林業技術センターの野外育苗施設で実施した。
　材料のスギ品種はタノアカとし，Ｍスターコンテナ（三樹，
2010）で 1年育成した苗木（平均苗高 52 . 4 cm，平均根元径
6 . 4 mm）を台木に使用した。
　側枝と主軸の切除は 2016 年 6 月 23 日に行った。試験区毎の主
軸の切断位置を写真－ 1に示す。コンテナ苗の主軸のうち，原苗
（当初の穂木）の頂端だった部位，つまり年次界のところを基準
とし，年次界，上部 15 cm，上部 30 cmのそれぞれの位置で切断
する 0 cm 区，15 cm 区，30 cm 区の 3種類の試験区を設けた。
供試本数は各試験区 30 本で，根元から切断部までの高さの平均
値は表－ 1に示すとおりである。
　台木の育成期間は主軸の切断処理から 4ヶ月とした。育成中は，
個体間の主軸を接触させないようにするため台木を 79 本 /m2 の
密度で育苗トレー上に配置し，液肥（500 倍液，N：P：K= 8：
3：4）を 6月から 9月まで週 1回散布した。
　主軸からの萌芽状況の調査は，2016 年 10 月 17 日に実施した。
台木の生存状況を目視で確認した後，萌芽量を把握するため採穂
数と穂長を調べて数値化した。なお，採穂は 10 mm以上の萌芽
枝とし，穂長はデジタルノギスで計測した。

Ⅲ．結果と考察

　台木育成開始から 1ヶ月半が経過した頃から 15 cm区と 30 cm
区において，主軸の針葉または側枝切除痕の基部から萌芽の発生
がみられた。この現象は，針葉基部の分裂組織が萌芽に発達（伊
藤，1996）したと考えられる。一方，0 cm区は萌芽発生が少な
く，主軸が褐色に変色して枯損する台木がみられるようになった。
　台木育成 4ヶ月後の生存率を表－ 2に示す。各試験区の生存率
は 30 cm 区 96 . 7 ％，15 cm 区 86 . 7 ％，0 cm 区 3 . 3 ％となり，
主軸を長く仕立てるほど生存率が高くなった。なお，0 cm区は
生存した台木が 1本であり，萌芽に関するデータが得られなかっ
たことから，萌芽量の比較は，15 cm区と 30 cm区で行った。
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表－1．主軸の根元から切断位置までの平均高

試験区 平均高（cm）
30cm区 46.5±2.0
15cm区 31.4±2.0
 0 cm 区 17.2±2.0

写真－ 1．処理前のコンテナ苗（左）と主軸切断位置（右）
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　主軸の年次界を基準に垂直方向に 5 cm 単位の階層で区分し，
各階層で採穂した頻度を図－ 1に示す。30 cm区，15 cm区とも
に，主軸上部になるほど採穂頻度が高くなり，先端から 5 cmの
範囲で 50 ％以上を占めた。つまり，萌芽は主軸全体から均等に
発生するのではなく，主軸上部に集中する傾向にあり，伊藤
（1996）が行った主軸先端部と側枝を除去した場合の萌芽発生の
分布と一致した。
　試験区毎の採穂数および穂長の関係を図－ 2に示す。平均採穂
数は 15 cm区（28 . 5 本）の方が 30 cm区（20 . 3 本）よりも多く，
平均穂長は 15 cm区（24 . 9 mm）よりも 30 cm区（29 . 7 mm）の
方が長くなり，いずれも有意差が認められた（t ‒ 検定，p< 0 . 05）。
　穂長と採穂数の関係を図－ 3に示す。穂長別の採穂数は，
15 cm区，30 cm 区ともに穂長が 10 mm以上 20 mm未満で最も
多く，長い穂ほど減少した。15 cm区と 30 cm区の採穂数を比べ
ると，比較的短い穂では 15 cm 区が 30 cm 区より多かったが，
長い穂になると逆転した。
　このように，主軸長によって採穂数と穂長が変化したことから，
主軸の切断位置を調節することにより発生する穂数と穂長を管理
できる可能性が示唆された。
　台木の根元径と採穂数・穂長の関係を図－ 4 , 5 に示す。根元
径と採穂数，根元径と穂長との間の相関係数は，30 cm区ではそ
れぞれ 0 . 148，－ 0 . 084，15 cm 区ではそれぞれ 0 . 283，0 . 044

となり，有意な相関関係は認められなかった。このことから，根
元径が萌芽量に与える影響は少ないと考える。
　今回の試験は，1クローンで試みた結果であり，複数のクロー
ンを用いて萌芽発生量を検証する必要がある。また，発生した萌
芽枝は比較的短いものが含まれていたことから，実用的な増殖技
術を確立するため，マイクロカッティングにおける穂木の長さが
発根や成長に与える影響について解明する必要がある。
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図－ 1．主軸階層別に採穂した頻度の分布

図－ 2．試験区毎の採穂数（左）および穂長（右）
　　　（エラーバーは標準偏差）

図－ 4．30 cm区の台木の根元径（左）と穂長（右）の関係

図－ 5．15 cm区の台木の根元径（左）と穂長（右）の関係

図－ 3．試験区毎の穂長と採穂数の関係
　　　（エラーバーは標準偏差）

表－2．台木の育成4ヶ月後の生存率

試験区 供試数（本） 生存数（本） 生存率（％）
30cm区 30 29 96.7 
15cm区 30 26 86.7 
 0cm 区 30 1 3.3


